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「2026年６月期 第１四半期 決算説明資料」に関する動画書き起こし 

 

当社が 2025 年 11 月７日に開示いたしました「2026 年６月期 第１四半期 決算説明資料」に関する動

画の書き起こしを掲載いたします。 

一部、内容の明確化、表現を文書形式に調整しております。 

詳細につきましては次頁以降をご参照ください。 

 

 なお、動画本編は当社 IR サイトをご参照ください。 

 https://dive.design/ir 

 

以上 
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株式会社ダイブ、代表取締役社長の庄子です。 

 

 

2026年６月期 第１四半期の業績ハイライトをご説明させていただきます。 

また、後半に今回、はじめて開示させていただく観光 HR事業の「中期プラットフォーム戦略」につい

てご説明いたします。 

 



 

売上高については、前期比 6.9％増の 40 億円、売上総利益は 8.1％増の 11 億円、営業利益・経常利益はい

ずれも約 8％増の 4.1億円となり引き続き、過去最高を更新しております。 

事業環境についても、インバウンド旅行者が史上最速で 3,000 万人を突破し、日本人旅行者も底堅く推移して

おり、旺盛な人材需要に変わりはありません。 

また、観光HR事業の先行指標であるKPIや、各種施策も好調に進捗しており、のちほど詳しくご説明させてい

ただきます。 

今後も、旺盛な人材需要にこたえ、業績もしっかり成長させられるよう努力してまいります。 

 

次は四半期別の推移です。 



 

冒頭でもお伝えしたとおり、売上高、各段階利益ともに、過去最高を更新しております。 

観光 HR事業の売上高は、前期比 6.5％増の 36.6億円、売上総利益は前期比 6.1％増の 8.1億円となり

ました。 

地方創生事業の売上高は、前期比 12.5％増の 3.9億円、売上総利益は前期比 14.0％増の 3.2億円とな

りました。 

販管費については、先行投資を実行しつつも、生産性を意識し、前期比 7.7％増の 7.2億円となりまし

た。結果、営業利益は、前期比 8.9％増の 4.1億円。 

また、地方創生事業は前期比 37.9％増と、収益フェーズに入ったと認識しております。 

 

次は観光 HR事業の主要 KPI についてです。 



 

観光 HR事業における主要 KPIの「就業者の人数」と「就業者 1人あたりの売上高（LTM）」の推移です。 

今期より、新たに就業者の「延べ人数」を記載しております。 

延べ人数とは、同一人物が複数の月にわたって勤務した場合でも、勤務した月ごとに１名としてカウ

ントした人数を指します。この指標は、UU数と比較して、より売上高に直結した KPIとなります。 

就業者は、延べ人数・UU数ともに四半期ベースで過去最高を更新しております。 

SEO順位向上や集客施策が奏功し就業者が増加しながらも、広告宣伝費はインハウス化による CPA改善

施策が実を結び、前期と比較して減少しております。 

また就業者１人あたりの売上高も 132.6万円と前期比で 1.9％上昇し、第１四半期末時点の過去最高を

更新しております。 

 

次に、職業紹介スタッフの増加に伴う人材派遣と職業紹介のセールスミックスについてご説明いたし

ます。 



 

 前期より増加している職業紹介について、改めてご説明いたします。 

まず前提としてスライド左側に記載しております通り職業紹介による売上高は、売上総利益のみを売

上高に計上するため、人材派遣と比較して、売上高の計上額が低くなる性質があります。売上総利益の

「額」自体に大きな差はありませんが、職業紹介が想定を上回ると売上高が低く見えることになります。 

また、スライド右側の図に記載しております通り、職業紹介の割合は前期の第１四半期と比較して

1.4％上昇しております。 

当社としましては、人材派遣も職業紹介も売上計上の違いはありますが、どちらでも収益に与える影

響は無いと考えておりますので人材派遣、職業紹介ともに注力してまいります。 

 

次に主力事業である観光 HR 事業の業績です。 



 

観光 HR事業の売上高、売上総利益、営業利益の全てにおいて過去最高を更新しております。 

売上総利益率は、22.3％と前期とほぼ同等の水準で推移しました。販管費率については、社員数の増

加や継続的なシステム開発などの影響により、前期と比較して 0.6％ほど上昇しております。 

一方で、先ほどもお伝えしましたとおり、就業者は増加しておりますが、スタッフ獲得単価の減少に

より、広告宣伝費は前期比で 900万円ほど減少しております。 

今後も、生産性を高めながら、売上、利益ともに伸ばして行けるよう市場の動向を見極めながら、適

切な投資を実行してまいります。 

 

次に計画予算に対する進捗です。 



 

売上高については、対計画比 25.4％と、ほぼ計画通りの進捗となりました。 

営業利益、経常利益については、進捗率 45％ほどを見込んでおりましたが、実績は 52％と好調な滑り

出しと考えております。 

他方で、今期は通期を通じて約 2 億円の先行投資を行う旨を開示しておりますが、第１四半期までに

消化を予定していた先行投資のうち、約 84%を消化しております。主に新規事業開発や M&Aの体制強化の

ための人件費投資や、寮関連事業における投資となっております。 

観光 HR事業のスタッフ集客も順調に推移しておりますし地方創生事業の客単価、稼働率ともに上昇し

てきておりますので第２四半期以降もペースを落とさず、事業展開してまいります。 

 

次は、第１四半期の主なトピックスです。 



 

第１四半期の主なトピックスは６つです。詳細は資料をご参照ください。 

 

次に 2026年６月期の事業計画です。 

 

 

 

 

 



 

今年５月に開示した事業計画と変更はありません。 

売上高は前期比 16.1％増の 160 億円、営業利益は 5.8％増の 8 億円、当期純利益は 19％増の 5.4 億円

を計画しております。 

 

次に先行投資の進捗状況です。 

 

 

 



 

先行投資の進捗についてです。 

まず、「売上・市場シェア向上」については SEO施策が順調に推移し、主要キーワードでの順位が大き

く上昇するなど流入数・応募単価ともに改善しております。 

「生産性向上」では、全社員を対象とした AIリテラシー研修を継続的に実施し、業務の自動化・効率

化を推進しております。また、派遣スタッフの給与前払い制度のデジタル化をしたことで、大幅な工数

削減を実現し、生産性が向上しております。 

「新規事業」では、観光業界特化 SaaS「ハッサク」を大江戸温泉物語、湯快リゾートに導入が完了し

ました。また、共同寮プロジェクトについても、複数の候補地から絞り込みを進め、金融機関や自治体

と連携し、進めている段階です。 

「M&A」については、複数の有望案件の精査を進めており、PMIを見据えた体制強化を図っております。 

「組織力の向上」では、高度人材 2 名の採用に成功し、ホールディングス化に向けた準備も計画通り

進めております。 

以上が、先行投資の進捗状況です。 

 

次に財務状況です。 



 

財務情報につきましては、資料をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 



 

最後に、今回、はじめて開示させていただく、観光 HR事業の中期プラットフォーム戦略についてご説

明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

今後、リゾートバイトダイブは、ただ求人を探せるだけのサービスレベルから、国内最大の『総合リ

ゾートバイトプラットフォーム』へと進化してまいります。それは、採用数や求人数、そして集客の規

模を大きくするだけではなく、新しい価値提供もあわせて差別化をすすめていく中期事業戦略です。 

 具体的に進化させる戦略テーマは 3つ。緑色の『集客マーケティング』、オレンジ色の『求人仕入れ』、

そして青色部分の『マッチング』です。 

それぞれが高度化することで、圧倒的 NO.1 を獲得し、『採用数』の最大化、そして私たちのミッショ

ンである『あの日』の最大化を実現する。 

これが、『観光人材アクションプラットフォーム構想』の勝ち筋であり目指す姿です。 

 

続きまして、『マーケティングの進化』『仕入れの進化』『マッチングの進化』の順に説明いたします。 



 

まずはマーケティング、『集客の進化』から説明します。 

上場以降、特にこの半年間は、マーケティング投資を進めたこととデータドリブンの強化を進めた結

果、早くも先行指標に大きな成果が現れております。 

まず、SEO順位とスタッフ集客が大きく改善しました。現在、都道府県の約半分で、SEOの平均検索順

位が 1 位となり、集客は前年比 68％増と、大きく伸びています。続いて、口コミ数が 6,000 件、そして

LINE友だち数が 20万人を突破、こちらは、業界における圧倒的な NO.1を獲得しています。 

また、SNS やインフルエンサー施策も強化した結果、SNS の閲覧数は前年比 53 倍の月間 100 万を超え

る規模に成長しました。 

さらに、現役リゾートバイトインフルエンサーは 150 人を超えてきており彼らが日常のリアルなリゾ

ートバイトを投稿することで新しくリゾートバイトを検討している層にとっての、重要な情報源となっ

ています。 

以上、現時点では、足許のスタッフ集客拡大が最優先ですが、一方で「5年後に何が起こっているか」

から逆算した、新しい価値創造、そして先行投資にも取り組んでおります。 

まず、リゾートバイトに関心のある全ての方が訪れるメディア『リゾートバイト ナビ』をリリースし

ます。海外旅行をするときは「地球の歩き方」、結婚をするときは「ゼクシイ」、そしてリゾートバイト

をするときは『リゾートバイトナビ』というオンリーワンの存在を目指してまいります。 

また、業界初となる『公式リゾートバイトアプリ』のリリースも予定しております。 

様々な HR 領域で、アプリの導入比率は高く、リゾートバイト業界においてもダイブがこの業界の UX を

改善することで、誰にでもリゾートバイトに入りやすいオープンな環境作りを実現していきます。 

このような新たな価値づくりをもって、リゾートバイトダイブは業界に対して新しいチャレンジを進

め、競争優位性を獲得し続けることで、強固な『総合リゾートバイトプラットフォーム』の構築を加速

させてまいります。 



 

続いてクライアントサイド、『仕入れの進化』についてです。 

求人仕入れについては、20 年以上にわたって築き上げてきたクライアントとの強固な接点により、求

人掲載数 No.1のポジションを確立しております。 

今後も、これまで以上に「量」と「質」の両面で、求人獲得に努めてまいります。 

現在、取引先企業は 3,369 社、取引先観光施設数は 5,967 施設へと着実に拡大しております。また、

都道府県別でも 39エリアで求人掲載数 No.1を達成し、圧倒的な顧客接点を築いております。 

さらに、観光業界に特化した自社開発 SaaSを大手ホテルチェーンに対して導入が完了し、これまでの 

「リゾートバイトの人材派遣会社」という枠を超えて、観光業界のクライアント課題を解決する企業

として、提供価値の更なる向上を進めてまいります。 



 

最後に『マッチングの進化』についてです。 

これまでダイブでは、営業担当による「ハイタッチ」を中心とした採用転換の強化を進めてまいりま 

した。 

これからは、採用数の最大化に向けて、マッチング機能を、さらに追加し進化させていきます。 

『No.1 求人数』と『拡大する集客規模』を、より効率的に採用へつなげるための、複数のマッチング

機能を強化してまいります。 

まず、ハイタッチについてです。 

これまでは RA、リクルーティングアドバイザーと、CA、キャリアアドバイザーを両面で行っておりま

したがこの 10月からは、RA と CAの分業化によって、RA機能を強化しクライアントとの接点を最大化す

ることで、求人仕入れの進化を進めてまいります。 

次に、ロータッチについてです。 

既存のカスタマーサクセス機能だけでなく、現役のリゾートバイトインフルエンサーが、日常のリゾ

ートバイトのリアルを投稿することでタッチする取り組みを始めています。これにより、「リゾートバイ

トへの喚起」や「お友達紹介」といった、新しいロータッチの形をつくり出していきます。 

続いて、テックタッチ・AI タッチについてです。 

サイトのレコメンデーションやマーケティングオートメーションなど、テックタッチ機能の開発を進

める一方で、AIプロジェクト『リゾートバイト AIプロジェクト』も始動しました。 

LLMO・OverView対策として、AIに参照・引用されやすくなるためのコンテンツを高度なプロンプト開

発をもってメディア実装を完了しております。 

あわせて中期的には、この『リゾートバイト AIプロジェクト』において、AIによるマッチング、マー

ケティングオートメーション、レコメンデーション機能の開発も進めてまいります。 

 



 

以上が、2026 年６月期 第１四半期の業績と、観光 HR 事業の中期プラットフォーム戦略です。 

今後も事業の成長スピードを加速させていきたいと考えておりますのでご支援のほど、よろしくお願

いいたします。 

 

以上 


